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主な項目

伐採・造林一貫作業システム説明会の様子（東信署）

～林業の低コスト化に向けて～
東信地方で初めての伐採・造林一貫作業システム説明会の開催
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［
企
画
調
整
課
］
十
月
八
日
、
東
俣
国
有
林
外

（
南
信
森
林
管
理
署
管
内
）
に
お
い
て
、
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
現
地
見
学
）
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

現
地
見
学
は
、
東
俣
国
有
林
（
一
一
二
六
林

班
）
に
お
い
て
、
田
中
南
信
署
長
か
ら
歓
迎
の

挨
拶
を
受
け
た
後
、
松
嶋
森
林
技
術
指
導
官
か

ら
南
信
署
管
内
の
シ
カ
被
害
状
況
、
対
策
、
成

果
、
職
員
に
よ
る
捕
獲
の
方
法
、
平
成
二
十
六

年
度
中
央
ア
ル
プ
ス
地
域
で
の
新
た
な
取
組
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
場
所
を
林
内
に
移
動

し
て
「
笠
松
式
ワ
ナ
」
の
実
演
及
び
「
囲
い
ワ

ナ
」
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
調
査
事
業
の
概

要
等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、「
木
の
文
化
を
支
え
る
森
づ
く
り
」

制
度
に
基
づ
き
南
信
森
林
管
理
署
と
「
御
柱
の

森
づ
く
り
協
議
会
」
と
の
間
で
協
定
を
結
ん
で

い
る
「
御
柱
の
森
」（
一
一
三
七
林
班
）
に
移

動
し
、
平
成
二
十
八
年
諏
訪
大
社
御
柱
祭
の
御

柱
候
補
木
を
前
に
し
て
南
信
森
林
管
理
署
長
か

ら
協
議
会
の
取
組
内
容
、
候
補
木
選
定
の
経
過

等
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
御
柱
祭
の
「
木
落
と
し
坂
」、
諏

訪
大
社
春
宮
社
殿
の
四
隅
に
立
て
た
「
御
柱
」

の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
見
学
会
で
は
、
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
の
皆
様
か
ら
「
シ
カ
対
策
が
如
何
に
大

変
な
の
か
分
か
り
ま
し
た
。」「
シ
カ
対
策
は
駆

除
が
大
切
」「
シ
カ
肉
の
『
ジ
ビ
エ
』
料
理
へ

の
活
用
を
図
る
こ
と
が
必
要
」、「
御
柱
は
親
か

ら
子
、
子
か
ら
孫
に
伝
わ
る
伝
統
行
事
で
あ
り

継
続
が
必
要
」
と
い
っ
た
感
想
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
今
回
の
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
会
議
（
現
地
見
学
）
で
い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
意
見
を
、
こ
れ
か
ら
の
国
有
林
野
の
管

理
経
営
に
活
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
十
一
月
七
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
名
古
屋
新
幹
線
口
に
お
い

て
、
第
二
回
中
部
地
区
広
域
原
木
流
通
協
議
会

（
会
長
㈱
東
海
木
材
相
互
市
場　

代
表
取
締
役

　

鈴
木
和
雄
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
林
野
庁
が
国
産
材
の
安
定
的
・

効
率
的
な
供
給
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
、
平

成
二
十
五
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
広
域
流
通

体
制
確
立
対
策
事
業
の
公
募
を
行
い
、（
一
財
）

日
本
木
材
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー（
代
表
）、
全
国

素
材
生
産
協
同
組
合
連
合
会
、
全
国
森
林
組
合

連
合
会
、（
一
社
）
全
日
本
木
材
市
場
連
盟
の

四
者
を
補
助
事
業
者
（
共
同
実
施
）
に
認
定

し
、
全
国
を
八
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
進
め
ら
れ

て
き
た
も
の
で
、
五
月
二
十
二
日
の
第
一
回
に

続
き
、
今
回
で
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
も
学
識
経
験
者
と
し
て
鹿
児
島
大
学
農

学
部
遠
藤
日
雄
教
授
を
は
じ
め
、
林
野
庁
、
中

部
局
、
県
（
長
野
・
静
岡
・
岐
阜
・
愛
知
・
新

潟
・
富
山
・
石
川
・
福
井
県
の
八
県
）、
各
県

の
森
林
組
合
、
林
産
・
素
材
生
産
事
業
者
・
市

場
関
係
者
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
等
約
四
十
数
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
議
会
で
は
、「
中
部
地
区
広
域
原

木
流
通
協
議
会
規
約
」
が
承
認
さ
れ
、
同
規
約

第
七
条
に
よ
り
、
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
鹿
児
島
大
学
遠
藤
教
授
を
座
長

と
し
、
こ
の
間
、
補
助
事
業
者
が
取
り
ま
と
め

た
「
中
部
地
区
広
域
原
木
流
通
構
想
（
案
）
」

に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
県
か
ら

は
、
特
記
す
べ
き
内
容
の
追
加
、
修
正
意
見
等

に
つ
い
て
、
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の

意
見
が
今
後
、
報
告
書
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
も
承
認
さ
れ
、
年
二
回
の
原
木
需
給
情
報

交
換
会
議
の
開
催
、
原
木
の
共
通
規
格
に
よ

る
採
材
、
仕
分
け
基
準
の
策
定
と
講
習
会
の
実

ニホンジカ被害対策の説明を受ける皆さん

御柱候補木の説明の様子

会議の様子

木落とし坂を見学する様子

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議

（
現
地
見
学
）

第
二
回
中
部
地
区
広
域
原
木
流
通
協
議
会
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施
、
原
木
安
定
供
給
研
修
の
開
催
等
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
今
後
、
山
側
の
供
給
体

制
の
確
保
（
集
荷
方
法
、
雇
用
の
確
保
な
ど
）、

バ
イ
オ
マ
ス
の
動
き
、
木
材
の
海
外
輸
出
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
木

材
需
要
の
動
き
、
為
替
の
動
向
等
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
活
動
等
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

［
総
務
課
］
十
一
月
六
日
～
七
日
の
両
日
、
林

政
記
者
ク
ラ
ブ
（
中
部
森
林
管
理
局
管
内
加
盟

社
）
の
国
有
林
等
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
四
社
か
ら
四
名
が
参
加
さ

れ
、
森
林
管
理
局
か
ら
は
次
長
、
総
務
企
画
部

長
、
名
古
屋
事
務
所
副
所
長
、
広
報
主
任
官
が

同
行
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
東
濃
署
会
議
室
に
お
い
て
、
山

元
次
長
の
挨
拶
、
間
島
署
長
に
よ
る
東
濃
署
の

事
業
の
取
組
等
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
加
子
母
裏
木
曽
国
有
林
内
の

木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
を
署
長
、
小
林
主
任
森
林
整

備
官
、
小
幡
地
域
技
術
官
の
案
内
に
よ
り
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
裏
木
曽
古
事
の
森
を
通
り
な
が

ら
、
ヒ
ノ
キ
と
サ
ワ
ラ
が
上
下
に
合
体
し
て
密

着
成
長
し
、
年
輪
が
一
つ
に
な
っ
た
非
常
に
珍

し
い
合
体
木
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
合
体
木

は
、
岐
阜
県
の
名
木
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、

樹
齢
は
推
定
五
百
六
十
年
、
樹
高
三
五
メ
ー
ト

ル
に
も
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
に
よ

り
、
平
成
十
七
年
六
月
に
執
り
行
わ
れ
た
御
用

材
伐
採
会
場
跡
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

御
用
材
伐
採
式
と
は
、
御
神
体
を
納
め
る
器

と
な
る
「
御み
ひ
し
ろ
樋
代
」
用
材
を
伐
採
す
る
祭
儀
の

こ
と
で
す
。
林
道
か
ら
し
ば
ら
く
歩
道
を
登
っ

て
行
く
と
目
の
前
に
大
き
な
ヒ
ノ
キ
の
切
り
株

が
現
れ
ま
す
。
こ
の
ヒ
ノ
キ
の
伐
採
に
は
、
伐

倒
方
向
が
正
確
で
芯
抜
け
突
き
割
れ
が
少
な

く
、
古
く
か
ら
貴
重
材
の
伐
倒
に
用
い
ら
れ
て

き
た
「
三
ツ
緒
伐
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
斧

を
使
用
し
た
古
式
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
と
の
説

明
を
受
け
、
皆
さ
ん
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
伐

採
会
場
跡
地
を
後
に
し
た
一
行
は
、
遊
歩
道
を

散
策
し
な
が
ら
二
代
目
大
ヒ
ノ
キ
の
視
察
に
向

か
い
ま
し
た
。
こ
の
二
代
目
大
ヒ
ノ
キ
は
、
初

代
大
ヒ
ノ
キ
が
昭
和
九
年
の
室
戸
台
風
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
急
峻
な
山
中
を
捜

し
歩
き
よ
う
や
く
昭
和
五
十
六
年
に
発
見
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

大
ヒ
ノ
キ
は
威
厳
と
風
格
を
備
え
て
お
り
、

樹
齢
は
推
定
千
年
、
樹
高
二
六
メ
ー
ト
ル
、
胸

高
直
径
一
五
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
び
ま

す
。

　

二
代
目
大
ヒ
ノ
キ
を
後
に
し
て
、
裏
木
曽
古

事
の
森
で
説
明
を
受
け
た
後
、
高
時
谷
（
五
色

沢
）
復
旧
治
山
工
事
現
場
を
視
察
し
、
急
峻
な

箇
所
で
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
皆
さ

ん
驚
い
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
初
代
大
ヒ
ノ

キ
の
年
輪
板
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
護
山
神
社
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
岐
阜
署
管
内
の
高
天
良
国
有
林

で
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
と
岐
阜
署
が
共

同
で
実
施
し
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
試
験

地
を
森
川
岐
阜
署
長
ら
の
案
内
に
よ
り
視
察
し

ま
し
た
。
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
伐
採
か
ら

造
林
ま
で
の
一
貫
契
約
を
行
い
、
主
伐
後
の
再

造
林
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。
当
日
は
、
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン

タ
ー
の
三
村
森
林
技
術
普
及
専
門
官
、
岐
阜
署

の
柴
山
森
林
技
術
指
導
官
か
ら
コ
ン
テ
ナ
苗
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
植
栽
が
容
易

で
活
着
も
良
い
等
の
特
徴
を
持
つ
こ
と
か
ら
今

後
、
施
業
の
低
コ
ス
ト
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
説
明
を
受
け
た
後
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
連

携
会
議
の
参
加
者
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
七
宗
国
有
林
に
移
動
し
、
岐
阜
署

影
山
総
括
地
域
林
政
調
整
官
ら
か
ら
ニ
ホ
ン
ジ

カ
被
害
対
策
で
実
施
し
て
い
る
、
く
く
り
罠
の

合体木を説明する間島東濃署長

二代目大ヒノキを視察

コンテナ苗の説明を聞く記者の皆さん

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
国
有
林
等
視
察
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設
置
、
移
動
式
及
び
固
定
式
の
囲
い
罠
の
説
明

な
ど
が
行
わ
れ
被
害
対
策
の
重
要
性
や
野
生
動

物
と
の
共
存
の
難
し
さ
を
認
識
さ
れ
た
よ
う
で

し
た
。

　

最
後
に
、
岐
阜
県
瑞
穂
市
で
県
内
で
は
初
と

な
る
間
伐
材
等
未
利
用
木
材
を
主
な
燃
料
と
す

る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

全
体
計
画
で
は
、
燃
料
と
し
て
年
間
約
九
万

立
方
メ
ー
ト
ル
（
未
利
用
木
材
約
六
万
立
方

メ
ー
ト
ル
、
一
般
木
材
約
三
万
立
方
メ
ー
ト

ル
）
の
木
材
が
必
要
に
な
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

本
視
察
を
通
し
、
中
部
局
が
地
域
に
貢
献
し

な
が
ら
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
等
の
Ｐ
Ｒ
が

で
き
た
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
視
察
箇

所
で
、
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く

の
質
問
も
い
た
だ
き
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
、
中
部
森

林
管
理
局
の
取
組
に
つ
い
て
効
果
的
に
情
報
発

信
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
技
術
普
及
課
、
岐
阜
署
、
森
林
技
術
・
支
援

セ
ン
タ
ー
］
十
一
月
六
日
～
七
日
に
か
け
岐
阜

県
下
呂
市
で
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
連
携
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
研
修
修
了
生
等
が
一
堂
に
会
し
、
森
林
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
意
見
交
換
や
コ
ン
テ
ナ
苗

植
栽
な
ど
の
知
見
を
深
め
る
こ
と
を
通
じ
今
後

の
活
動
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も

の
で
す
。
会
議
に
は
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
准
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
研
修
を
受
講
し
た
者
な
ど
八
県
の
民

有
林
関
係
者
十
六
名
、
中
部
森
林
管
理
局
職
員

二
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
全
体
会
議
で
は
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

と
し
て
活
動
を
進
め
て
い
く
際
、
森
林
施
業
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
岐
阜
県
西
南
濃
森
林
組
合
の
髙
木
啓
晶
業

務
係
長
と
公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
森
林
公
社
の

坂
本
仁
技
術
主
査
の
二
名
に
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
の
活
動
報
告
や
参
加
者
か
ら
事
前
に
聞
き

取
っ
た
質
問
事
項
な
ど
に
つ
い
て
回
答
し
て
い

た
だ
く
形
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に
望
む
こ
と
と
し
て
は
地
域

の
調
整
役
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
地
域
の

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
の
座
談
会
を
開
く
な
ど
意
見
交

換
の
場
を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
か
と
い
っ
た
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育

種
セ
ン
タ
ー
の
藤
原
優
理
原
種
係
長
か
ら
「
林

業
用
種
苗
の
生
産
と
配
布
」
と
題
し
林
業
用
種

苗
生
産
の
現
状
や
林
業
用
種
苗
に
関
す
る
制
度

等
に
つ
い
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
、
エ
リ
ー

ト
ツ
リ
ー
の
開
発
見
通
し
な
ど
育
種
体
系
の
基

礎
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
大
変
有
益
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
岐
阜
森
林
管
理
署
管
内
高
天
良

国
有
林
に
お
い
て
、
井
上
森
林
技
術
・
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
ら
に
よ
る
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ
苗
や

専
用
植
栽
器
具
な
ど
の
説
明
の
後
、
コ
ン
テ
ナ

苗
約
三
百
本
を
、
い
ろ
い
ろ
な
専
用
器
具
で
試

し
な
が
ら
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
コ
ン
テ

ナ
苗
を
推
進
し
て
い
く
上
で
実
際
に
植
栽
体
験

が
で
き
た
こ
と
は
有
意
義
で
あ
り
、
器
具
の
違

い
で
植
栽
功
程
が
違
う
こ
と
や
注
意
点
が
理
解

で
き
た
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
七
宗
国
有
林
に
お
い
て
ニ
ホ
ン
ジ

カ
被
害
対
策
と
し
て
設
置
し
た
囲
い
ワ
ナ
に
つ

い
て
岐
阜
森
林
管
理
署
の
影
山
総
括
地
域
林
政

調
整
官
か
ら
、
ま
た
、
く
く
り
罠
に
つ
い
て
七

宗
町
猟
友
会
長
谷
部
副
会
長
か
ら
設
置
の
際
の

注
意
点
等
を
聞
き
、
シ
カ
対
策
が
待
っ
た
な
し

の
状
況
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
、
他
地
域
で

の
取
組
事
例
は
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
参
考
に

な
っ
た
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
日
間
を
通
じ
参
加
し
た
者
の
情
報
交
換
、

技
術
・
知
識
の
共
有
の
良
い
機
会
と
な
り
、
次

回
開
催
を
望
む
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
県
職

員
、
国
有
林
職
員
双
方
の
弱
点
を
補
完
で
き
る

よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
検
討
し
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
、
連
携
の
取
組
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
十
月
十
二
日
に
「
熱
田
区

民
ま
つ
り
（
主
催　

熱
田
区
民
ま
つ
り
実
行
委

員
会
）
」
が
中
部
森
林
管
理
局
名
古
屋
事
務
所

に
隣
接
す
る
白
鳥
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

名
古
屋
事
務
所
か
ら
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、『
街み

ち道
が
、
ひ
と
が
、
ま
ち
が
、

つ
な
げ
る 

熱
田
』
を
テ
ー
マ
に
歴
史
文
化
の

魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
街
道
宿
場
市
と
し

て
、
東
は
岡
崎
宿
、
西
は
桑
名
宿
、
北
は
下

呂
、
加
子
母
、
木
曽
（
広
域
連
合
）
な
ど
八
つ

の
宿
場
町
（
地
域
）
か
ら
も
参
加
さ
れ
、
楽
し 囲いワナの概要説明

コンテナ苗植栽現場での集合写真

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
連
携
会
議

「
地
域
と
共
に
」

　
熱
田
区
民
祭
り
に
出
展
！
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さ
お
い
し
さ
あ
ふ
れ
る
賑
や
か
な
ブ
ー
ス
、
お

獅
子
の
練
り
歩
き
や
、
和
太
鼓
の
音
が
響
く
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
に
催
さ

れ
、
当
日
は
台
風
十
九
号
の
接
近
が
危
ぶ
ま
れ

る
中
で
し
た
が
、
そ
の
影
響
も
な
く
多
く
の
市

民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
事
務
所
で
は
毎
年
ブ
ー
ス
を
出
展
し

て
お
り
、
地
域
と
共
に
歩
む
「
国
有
林
」
の
顔

と
し
て
、
区
民
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。
今
年
も
＂木
と
の
ふ
れ
あ
い
＂
と
し
て

「
サ
ク
ラ
の
枝
を
使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
少
な
い
職
員
な
が
ら

慌
た
だ
し
く
対
応
し
ま
し
た
。 

　

ブ
ー
ス
で
は
待
ち
時
間
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況

で
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
総
勢
二
百
人
近
く
が

ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
ら
は
、
完
成
品
の
成
果
に
一
喜
一
憂
し
な
が

ら
も
「
あ
り
が
と
う
。」、「
楽
し
か
っ
た
。」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
、
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
を
堪

能
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

　

今
後
も
国
有
林
の
川
下
の
窓
口
と
し
て
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
川
上
と
川
下
と
の

連
携
や
木
材
消
費
地
で
の
情
報
発
信
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

 

［
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
］
平
成
二
十
六

年
度
実
践
研
修
（
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
）
を
十

月
十
五
日
～
十
七
日
ま
で
の
三
日
間
、
下
呂
温

泉
旅
館
会
館
及
び
岐
阜
署
管
内
の
神
割
国
有
林

ほ
か
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
森
林
総
合
監
理
士
（
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
）
活
動
を
実
践
し
て
い
く
上
で
必
要
な

知
識
・
技
術
を
補
強
し
、
若
手
技
術
者
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も

の
で
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
「
急
傾
斜
地
に
お

け
る
間
伐
実
行
方
法
と
有
利
販
売
に
向
け
た
採

材
・
木
材
流
通
」
を
テ
ー
マ
に
、
中
部
地
方
な

ど
九
県
か
ら
県
、
市
町
村
、
国
有
林
の
職
員
の

三
十
六
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

地
形
条
件
や
出
材
量
、
機
械
の
保
有
状
況
等

に
応
じ
た
架
線
系
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
知
識
・

技
術
が
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
研
修
で
は
車
輌
系
で
対
応
で
き
な
い
急

傾
斜
地
の
間
伐
の
実
施
方
法
や
、
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
採
材
方
法
等
に
つ
い
て
実
践
的
な
指

導
・
助
言
が
で
き
る
よ
う
、
国
有
林
の
間
伐
事

業
地
、
中
間
土
場
、
木
材
市
場
に
お
い
て
意
見

交
換
を
実
施
し
、
知
識
・
技
術
の
習
得
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
回
の
研
修
で
得

ら
れ
た
知
識
・
見
聞
き
し
た
事
例
を
各
地
域
で

の
森
林
総
合
監
理
士
（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）
活
動

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
Ｅ
Ｓ
Ｄ
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会

議
が
十
一
月
十
日
～
十
二
日
の
間
、
名
古
屋
市

「
国
際
会
議
場
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
会
合
に
は
皇
太
子
ご
夫
妻
も
出
席
さ

れ
、
世
界
百
カ
国
、
約
千
人
以
上
が
参
加
し
、

地
球
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
教
育
に
つ
い

て
様
々
な
分
野
か
ら
議
論
が
重
ね
ら
れ
ま
し

た
。

　

十
一
日
に
は
、（
公
社
）
国
土
緑
化
推
進
機

構
が
主
催
す
る
併
催
イ
ベ
ン
ト
「
企
業
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
学
校
・
地
域
を
つ
な
ぐ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
名
古
屋
事
務
所

の
「
林
業
の
歴
史
と
木
材
利
用
展
示
室
」
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
前
日
に
実
施
さ
れ

た
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
学
ん
だ
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
応
用
す
る
か
、
各
地
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
推

進
す
る
た
め
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

た
。
ま
た
、
社
会
貢
献
活
動
で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
取
組

む
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
活
動
報
告
さ
れ
、
そ
の

後
「
場
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
人
材
」「
資
金
」「
体

制
」「
評
価
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国

際
理
解
教
育
セ
ン
タ
ー
理
事
代
表
の
角
田
尚
子

氏
が
議
事
進
行
を
務
め
、
グ
ル
ー
プ
会
議
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
府
県
の
普
及
担
当
職
員
の
ほ
か
森

林
環
境
教
育
を
積
極
的
に
進
め
る
企
業
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
な
ど
で
、
北
は
秋
田
県
か
ら
南
は
高

知
、
福
岡
県
ま
で
幅
広
い
地
域
か
ら
二
十
八
名

が
参
加
し
、
各
テ
ー
マ
の
課
題
に
対
し
て
個
々

の
経
験
や
考
え
を
出
し
合
い
、
取
り
ま
と
め
ら

ストラップづくりに夢中の参加者

架線系集材区域の遠望による作業システムの検討の様子

グループ会議の様子（発表）

実

践

研

修

Ｅ
Ｓ
Ｄ
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議

併
催
イ
ベ
ン
ト


